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目目 次次

１．機関リポジトリ１．機関リポジトリ 特徴と現況特徴と現況

２．デジタルアーカイブ２．デジタルアーカイブ 役割と機能役割と機能

・・企画展示／講演会・シンポジウムで活用、成果出版支援企画展示／講演会・シンポジウムで活用、成果出版支援

・所蔵資料を契機として周辺資料収集、利活用と公開促進・所蔵資料を契機として周辺資料収集、利活用と公開促進

・電子資料の“準蔵書”としての位置付け、活用、保存・電子資料の“準蔵書”としての位置付け、活用、保存

・リポジトリとアーカイブ・コンテンツとの連携・リポジトリとアーカイブ・コンテンツとの連携

22

デジタルアーカイブから主題リポジトリへデジタルアーカイブから主題リポジトリへ

３．遺跡資料（主題系）リポジトリ３．遺跡資料（主題系）リポジトリ

人文・社会系の広域主題リポジトリの試行人文・社会系の広域主題リポジトリの試行

・・主題リポジトリの試行、実務運用、拠点拡大主題リポジトリの試行、実務運用、拠点拡大

・考古・歴史分野における学術情報基盤の形成・考古・歴史分野における学術情報基盤の形成

重要重要重要重要なことはなことはなことはなことは重要重要重要重要なことはなことはなことはなことは ＝＞＞＝＞＞ 新規発行の発生源登録を（作成主体に）新規発行の発生源登録を（作成主体に）

・早期に全国的な電子遺跡報告書の流通体制を実現するためには・・・・早期に全国的な電子遺跡報告書の流通体制を実現するためには・・・



島根大学学術情報リポジトリ島根大学学術情報リポジトリ

・ＳＷＡＮの紹介，現状（以下の資料はSWANに掲載）

SWANの特徴

・契機：図書館情報システム更新時に要求仕様に記述
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SWANSWANの詳細の詳細

・契機：図書館情報システム更新時に要求仕様に記述

（2006） NEC e-Repositry（CMS）

・ユーザー会を結成し、機能向上を図る

・現在、次期図書館システムに移行作業中



／
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／



SWANの現況と課題

55
次年度次年度次年度次年度のののの重点対応事項重点対応事項重点対応事項重点対応事項⇒⇒⇒⇒ 学術論文学術論文学術論文学術論文、、、、学位論文学位論文学位論文学位論文、、、、報告書等報告書等報告書等報告書等



２．デジタルアーカイブ２．デジタルアーカイブ

必要性と機能必要性と機能

・企画展示／講演会・シンポジウム・企画展示／講演会・シンポジウム

・所蔵資料を契機として利活用と公開促進・所蔵資料を契機として利活用と公開促進

66

・所蔵資料を契機として利活用と公開促進・所蔵資料を契機として利活用と公開促進

・電子資料の継続的提供、保存・活用・電子資料の継続的提供、保存・活用

パンフレットパンフレット参照参照



＜貴重資料区分＞＜貴重資料区分＞

�� 古絵図・古文書・絵巻物・古地図・新聞・雑誌古絵図・古文書・絵巻物・古地図・新聞・雑誌

�� 古写真・図版・古医学書・旧教科書，その他古写真・図版・古医学書・旧教科書，その他

＜課題＞＜課題＞

デジタルアーカイブ収録対象資料デジタルアーカイブ収録対象資料

77

＜課題＞＜課題＞

�� 対象分野・主題毎にメタデータ項目・構造化検討対象分野・主題毎にメタデータ項目・構造化検討

�� ハードウェア，ソフトウェア情報の共有ハードウェア，ソフトウェア情報の共有

�� コンテンツ仕様検討，利用区分管理コンテンツ仕様検討，利用区分管理

�� 公開可能で類似コンテンツを優先公開可能で類似コンテンツを優先

�� 貴重資料メタデータ形成と電子化推進貴重資料メタデータ形成と電子化推進



デジタルアーカイブとリポジトリデジタルアーカイブとリポジトリ

88



主題リポジトリの可能性主題リポジトリの可能性

�� 主題系コンテンツの分散構築，統合・横断利用主題系コンテンツの分散構築，統合・横断利用

�� 主題メタデータの特性を生かした検索デザイン主題メタデータの特性を生かした検索デザイン

�� 貴重資料コンテンツの可視化・利用促進貴重資料コンテンツの可視化・利用促進
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�� ハードウェア，リポジトリソフトの共有推進ハードウェア，リポジトリソフトの共有推進

�� 主題リポジトリ汎用ソフトとして活用主題リポジトリ汎用ソフトとして活用

�� メタデータ，コンテンツの一括登録メタデータ，コンテンツの一括登録

�� 広域デジタルアーカイブの試行広域デジタルアーカイブの試行



３．遺跡資料リポジトリとは？

１．遺跡資料（調査報告書）電子版のリポジトリ公開

２．考古・歴史分野における学術基盤コンテンツ形成

遺跡資料相互利用システム／文化遺産資料の公開促進

３．都道府県域（大学）単位で分散構築－共同利用

４．国立大学と自治体の連携プロジェクト
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４．国立大学と自治体の連携プロジェクト

５．電子報告書の継続的収集・保存・公開システム

６．ボーンデジタル報告書の形成、流通支援

７．登録・管理負荷の軽減、収納スペース対策

８．検索・アクセス性の向上

多様な利用システム／本文検索機能の提供



冊子調査報告書受入の限界と対策冊子調査報告書受入の限界と対策

�� 文化遺産記録として重要ではあるが・・・文化遺産記録として重要ではあるが・・・

�� 対象資料の膨大さ，終りのない継続的な増加対象資料の膨大さ，終りのない継続的な増加

�� 収納スペース・データ登録，管理・運用の負荷収納スペース・データ登録，管理・運用の負荷

�� 収集範囲を限定収集範囲を限定
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�� 収集範囲を限定収集範囲を限定

全国全国→→ ①文化圏域①文化圏域→→ ②地方単位②地方単位→→ ③当該県域③当該県域

�� 利用者からは冊子体報告書の網羅的な提供希望利用者からは冊子体報告書の網羅的な提供希望

�� リポジトリ仕様による分散構築・共同利用検討リポジトリ仕様による分散構築・共同利用検討



奈良文化財研究所

遺跡リポジトリ遺跡リポジトリ遺跡リポジトリ遺跡リポジトリ 現在、定期的に抄録DB同じデータを登録または抄録DBから抽出メタデータメタデータメタデータメタデータ

他県

遺跡リポジトリ

検索エンジン

公
開

公
開

公
開

公
開

遺跡資料リポジトリシステムの提案

－調査報告書の電子化と相互利用の試行－

① 代行入力
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各自治体

遺跡担当

抄録一覧

現在、定期的に抄録一覧を送付抄録DBから抽出
調査報告書

…

…

作成と同時に登録

メタデータメタデータメタデータメタデータ

本文データ本文データ本文データ本文データ

リンク

検索エンジン

CINII

WebcatPlus

県固有DB

公
開

公
開

公
開

公
開

②発生源入力

（セルフアーカイビング）



遺跡資料リポジトリ・システム構成遺跡資料リポジトリ・システム構成

�� リポジトリサーバリポジトリサーバ

・各県域単位で設置，既存サーバの流用も可能・各県域単位で設置，既存サーバの流用も可能

（Ｈ２０）鳥取大学，島根大学，岡山大学，広島大学，山口大学（Ｈ２０）鳥取大学，島根大学，岡山大学，広島大学，山口大学

（Ｈ２１）（Ｈ２１）東北大学，筑波大学，大阪大学，神戸大学，香川大学，東北大学，筑波大学，大阪大学，神戸大学，香川大学，

高知大学，宮崎大学高知大学，宮崎大学

（平成２０年度）基本システム開発（ＯＡＩ－ＰＭＨ準拠）（平成２０年度）基本システム開発（ＯＡＩ－ＰＭＨ準拠）

（平成２１年度）応用システム開発（平成２１年度）応用システム開発
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（平成２１年度）応用システム開発（平成２１年度）応用システム開発

・横断検索システム・横断検索システム ・報告書全文検索システム・報告書全文検索システム

・広域・広域Google MapsGoogle Maps ・・APIAPIを利用した連携検索などを利用した連携検索など

�� コミュニケーションサーバコミュニケーションサーバ

・代表機関：島根大学に設置・代表機関：島根大学に設置

・遺跡資料リポジトリ利用の統合窓口・遺跡資料リポジトリ利用の統合窓口

・遺跡資料リポジトリに関する情報提供・遺跡資料リポジトリに関する情報提供

・登録ユーザ間の情報共有／テスト環境の提供・登録ユーザ間の情報共有／テスト環境の提供

・広域展開のためのＰＲ活動・広域展開のためのＰＲ活動



Webサーバ（Apache）

サーブレットエンジン（Tomcat）

リポジトリソフトウェア

全文検索エンジン（Lucerne）

形態素解析器（ Sen. ）

クローラ

DBMS（ PostgreSQL ）

遺跡用拡張

【遺跡リポジトリシステム構成イメージ】

【VMwareを使ったシステム構成イメージ】
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HOST OS (Linux,Windows)

VMware

仮想マシン OS(Linux)

遺跡資料リポジトリシステム遺跡資料リポジトリシステム遺跡資料リポジトリシステム遺跡資料リポジトリシステム

【VMwareを使ったシステム構成イメージ】

ＥＡＲＭＡＳＥＡＲＭＡＳＥＡＲＭＡＳＥＡＲＭＡＳ(Enut Archive and Management System）



基本基本基本基本リポジトリシステムリポジトリシステムリポジトリシステムリポジトリシステム

遺跡遺跡遺跡遺跡DB連携連携連携連携API

データ連係

遺跡遺跡遺跡遺跡

データベースデータベースデータベースデータベース

各地域各地域各地域各地域

遺跡リポジトリ

データ解析データ解析データ解析データ解析

登録ツール登録ツール登録ツール登録ツール

自治体自治体自治体自治体

登録担当者登録担当者登録担当者登録担当者

奈良文化財奈良文化財奈良文化財奈良文化財

研究所研究所研究所研究所

地図システム地図システム地図システム地図システム

Google maps基
本
部
分

基
本
部
分

基
本
部
分

基
本
部
分

応
用
部
分

応
用
部
分

応
用
部
分

応
用
部
分

全埋協全埋協全埋協全埋協
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遺跡リポジトリ遺跡リポジトリ遺跡リポジトリ遺跡リポジトリ

遺跡リポジトリ

モジュール

google

モジュール

NII

モジュール

検索エンジン検索エンジン検索エンジン検索エンジン

CiNii

WebcatPlus

データ解析データ解析データ解析データ解析

システムシステムシステムシステム

用語辞書用語辞書用語辞書用語辞書

ユーザインターフェイスユーザインターフェイスユーザインターフェイスユーザインターフェイス

一般利用者、大学関係者，文化財行政部署一般利用者、大学関係者，文化財行政部署一般利用者、大学関係者，文化財行政部署一般利用者、大学関係者，文化財行政部署

県固有DB
モジュール

地域固有地域固有地域固有地域固有DB

応
用
部
分

応
用
部
分

応
用
部
分

応
用
部
分



報告書抄録メタデータ報告書抄録メタデータ

報告書抄録データを共通のメタ

データに採択

＜＜＜＜特徴特徴特徴特徴＞＞＞＞

・・・・標準的標準的標準的標準的なメタデータがなメタデータがなメタデータがなメタデータが流用可能流用可能流用可能流用可能

・・・・遺跡固有情報遺跡固有情報遺跡固有情報遺跡固有情報のののの活用活用活用活用がががが可能可能可能可能
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・・・・奈文研奈文研奈文研奈文研，，，，全埋協全埋協全埋協全埋協のメタデータをのメタデータをのメタデータをのメタデータを使用使用使用使用

したしたしたした構築構築構築構築がががが容易容易容易容易（（（（一括登録等一括登録等一括登録等一括登録等））））

・・・・遺跡情報遺跡情報遺跡情報遺跡情報データベースとデータベースとデータベースとデータベースと連携連携連携連携がががが可能可能可能可能

※※※※報告書抄録報告書抄録報告書抄録報告書抄録データはデータはデータはデータは1994199419941994（（（（平成平成平成平成７７７７））））

年年年年からからからから付与開始付与開始付与開始付与開始



遺跡調査報告書遺跡調査報告書 １：収集・公開体制１：収集・公開体制

■■過去分過去分

・対象メタデータ・冊子報告書収集・電子化・対象メタデータ・冊子報告書収集・電子化

・各発行主体で電子化推進（遡及入力が必要）・各発行主体で電子化推進（遡及入力が必要）

■カレント分■カレント分

・発行時にメタデータ＋・発行時にメタデータ＋PDFPDFファイル提供ファイル提供

・報告書発行時に冊子・電子版同時作成の依頼・報告書発行時に冊子・電子版同時作成の依頼
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・報告書発行時に冊子・電子版同時作成の依頼・報告書発行時に冊子・電子版同時作成の依頼

・初期メタデータは既存の報告書抄録データベースを利用・初期メタデータは既存の報告書抄録データベースを利用

（（奈良文化財研究所，全国埋蔵文化財法人連絡協議会，当該自治体等）奈良文化財研究所，全国埋蔵文化財法人連絡協議会，当該自治体等）

各県域の遺跡資料リポジトリサーバから公開各県域の遺跡資料リポジトリサーバから公開

（登録・保存・公開システム提供）（登録・保存・公開システム提供）



遺跡調査報告書遺跡調査報告書 ２：２： PDFPDF画像画像

■■冊子体からの電子化冊子体からの電子化

・・画像画像画像画像ファイルファイルファイルファイル（ＰＤＦ）（ＰＤＦ）（ＰＤＦ）（ＰＤＦ）はサイズがはサイズがはサイズがはサイズが大大大大きいきいきいきい画像画像画像画像ファイルファイルファイルファイル（ＰＤＦ）（ＰＤＦ）（ＰＤＦ）（ＰＤＦ）はサイズがはサイズがはサイズがはサイズが大大大大きいきいきいきい

・・・・印刷印刷印刷印刷・・・・保存用保存用保存用保存用はははは高精細高精細高精細高精細なものがなものがなものがなものが必要必要必要必要・・・・印刷印刷印刷印刷・・・・保存用保存用保存用保存用はははは高精細高精細高精細高精細なものがなものがなものがなものが必要必要必要必要

・・・・公開公開公開公開・・・・配信用配信用配信用配信用はネットはネットはネットはネット負荷負荷負荷負荷をををを考慮考慮考慮考慮してしてしてして軽量化軽量化軽量化軽量化がががが必要必要必要必要・・・・公開公開公開公開・・・・配信用配信用配信用配信用はネットはネットはネットはネット負荷負荷負荷負荷をををを考慮考慮考慮考慮してしてしてして軽量化軽量化軽量化軽量化がががが必要必要必要必要

・・・・報告書報告書報告書報告書にはにはにはには精細精細精細精細なななな文字文字文字文字・カラ・カラ・カラ・カラ－－－－イラストやイラストやイラストやイラストや写真写真写真写真もももも多多多多いいいい・・・・報告書報告書報告書報告書にはにはにはには精細精細精細精細なななな文字文字文字文字・カラ・カラ・カラ・カラ－－－－イラストやイラストやイラストやイラストや写真写真写真写真もももも多多多多いいいい

・・・・全文検索全文検索全文検索全文検索のためのためのためのためＯＣＲＯＣＲＯＣＲＯＣＲソフトによるテキストソフトによるテキストソフトによるテキストソフトによるテキスト化化化化がががが必要必要必要必要・・・・全文検索全文検索全文検索全文検索のためのためのためのためＯＣＲＯＣＲＯＣＲＯＣＲソフトによるテキストソフトによるテキストソフトによるテキストソフトによるテキスト化化化化がががが必要必要必要必要
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・・・・全文検索全文検索全文検索全文検索のためのためのためのためＯＣＲＯＣＲＯＣＲＯＣＲソフトによるテキストソフトによるテキストソフトによるテキストソフトによるテキスト化化化化がががが必要必要必要必要・・・・全文検索全文検索全文検索全文検索のためのためのためのためＯＣＲＯＣＲＯＣＲＯＣＲソフトによるテキストソフトによるテキストソフトによるテキストソフトによるテキスト化化化化がががが必要必要必要必要

・・・・出版数膨大出版数膨大出版数膨大出版数膨大，，，，頁数頁数頁数頁数，，，，画像画像画像画像・・・・写真写真写真写真，，，，数表数表数表数表，，，，折込図折込図折込図折込図などなどなどなど多彩多彩多彩多彩・・・・出版数膨大出版数膨大出版数膨大出版数膨大，，，，頁数頁数頁数頁数，，，，画像画像画像画像・・・・写真写真写真写真，，，，数表数表数表数表，，，，折込図折込図折込図折込図などなどなどなど多彩多彩多彩多彩

■ボーン・デジタル報告書■ボーン・デジタル報告書

・・・・編集編集編集編集・・・・発行時発行時発行時発行時にににに冊子冊子冊子冊子・・・・電子版電子版電子版電子版をををを同時作成同時作成同時作成同時作成するケースがするケースがするケースがするケースが・・・・編集編集編集編集・・・・発行時発行時発行時発行時にににに冊子冊子冊子冊子・・・・電子版電子版電子版電子版をををを同時作成同時作成同時作成同時作成するケースがするケースがするケースがするケースが

拡大傾向拡大傾向拡大傾向拡大傾向にあるにあるにあるにある（（（（拡大傾向拡大傾向拡大傾向拡大傾向にあるにあるにあるにある（（（（CD, DVDCD, DVDCD, DVDCD, DVDCD, DVDCD, DVDCD, DVDCD, DVD））））））））

・・・・・・・・Real PDFReal PDFReal PDFReal PDFReal PDFReal PDFReal PDFReal PDF（（（（保存保存保存保存・・・・印刷用及印刷用及印刷用及印刷用及びびびび公開用公開用公開用公開用））））によりテキストによりテキストによりテキストによりテキスト（（（（保存保存保存保存・・・・印刷用及印刷用及印刷用及印刷用及びびびび公開用公開用公開用公開用））））によりテキストによりテキストによりテキストによりテキスト

部等部等部等部等のファイルサイズをのファイルサイズをのファイルサイズをのファイルサイズを大幅大幅大幅大幅にににに減量減量減量減量できるできるできるできる部等部等部等部等のファイルサイズをのファイルサイズをのファイルサイズをのファイルサイズを大幅大幅大幅大幅にににに減量減量減量減量できるできるできるできる

・・・・記録記録記録記録・・・・保存性保存性保存性保存性、、、、精細画像閲覧精細画像閲覧精細画像閲覧精細画像閲覧のためのためのためのため冊子版冊子版冊子版冊子版はははは必要必要必要必要・・・・記録記録記録記録・・・・保存性保存性保存性保存性、、、、精細画像閲覧精細画像閲覧精細画像閲覧精細画像閲覧のためのためのためのため冊子版冊子版冊子版冊子版はははは必要必要必要必要



遺跡調査報告書遺跡調査報告書 ３：著作権許諾３：著作権許諾

報告書電子化及び公開にかかる公衆送信権報告書電子化及び公開にかかる公衆送信権

■書面許諾■書面許諾

・報告書単位またはリストによる一括許諾・報告書単位またはリストによる一括許諾
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・報告書単位またはリストによる一括許諾・報告書単位またはリストによる一括許諾

■セルフアーカイブ■セルフアーカイブ

・登録システムにより作成主体が行う方法・登録システムにより作成主体が行う方法

メタデータメタデータメタデータメタデータ，，，，コンテンツコンテンツコンテンツコンテンツ登録登録登録登録，，，，公開認証機能公開認証機能公開認証機能公開認証機能のののの提供提供提供提供メタデータメタデータメタデータメタデータ，，，，コンテンツコンテンツコンテンツコンテンツ登録登録登録登録，，，，公開認証機能公開認証機能公開認証機能公開認証機能のののの提供提供提供提供



Google MapsGoogle Maps一括検索画面一括検索画面
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遺跡資料横断検索画面例遺跡資料横断検索画面例
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遺跡資料全文検索画面例遺跡資料全文検索画面例

2222



遺跡資料リポジトリ・システムの特徴

１．考古・歴史分野のサブジェクト・リポジトリ

２．分散構築－共同利用（電子報告書の共有）

３．守備範囲の明確化（都道府県域）

４．既存メタデータ活用（（（（奈文研奈文研奈文研奈文研，，，，全埋協全埋協全埋協全埋協，，，，自治体等自治体等自治体等自治体等））））
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５．ボーンデジタル報告書の同時作成・流通支援

６．多様な利用システムによる利活用

７．サブジェクト・リポジトリ・スキームの提供

８．機関外資料のセルフアーカイブ支援

９．図書資料（報告書）の電子利用試行（（（（保存保存保存保存＆＆＆＆配信配信配信配信））））

10．電子／冊子の並行利用支援（システム連携）

11.  ＶＭwareによるシステム構築（負荷の軽減）



＜＜＜＜遺跡資料遺跡資料遺跡資料遺跡資料リポジトリリポジトリリポジトリリポジトリ＞＞＞＞＜＜＜＜遺跡資料遺跡資料遺跡資料遺跡資料リポジトリリポジトリリポジトリリポジトリ＞＞＞＞による考古・歴史分野におけによる考古・歴史分野におけ

る学術コミュニケーション基盤の形成ご協力下さい！る学術コミュニケーション基盤の形成ご協力下さい！

●●●●平成平成平成平成20202020年度年度年度年度

鳥取大学鳥取大学鳥取大学鳥取大学，，，，島根大学島根大学島根大学島根大学，，，，岡山大学岡山大学岡山大学岡山大学，，，，広島大学広島大学広島大学広島大学，，，，山口大学山口大学山口大学山口大学

●●●●平成平成平成平成21212121年度年度年度年度

東北大学東北大学東北大学東北大学，，，，筑波大学筑波大学筑波大学筑波大学，，，，大阪大学大阪大学大阪大学大阪大学，，，，神戸大学神戸大学神戸大学神戸大学

香川大学香川大学香川大学香川大学，，，，高知大学高知大学高知大学高知大学，，，，宮崎大学宮崎大学宮崎大学宮崎大学
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Cf. 古代出雲・古代北九州・古代大和・古代瀬戸内＆、

古代オホーツク？各文化圏域 etc.



各地域の対象報告書数は？各地域の対象報告書数は？

・大部分は調査後、報告書を作成し、破却？

・稀に現状保存、復元保存されるが大部分は原因

となる目的（宅地造成、道路工事、河川改修等）

・全国の既刊報告書数は文化庁、自治体でも正確
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●●遺跡発掘調査件数リスト平成７～１９年遺跡発掘調査件数リスト平成７～１９年

・全国の既刊報告書数は文化庁、自治体でも正確

に把握されていない。再調査が不可能な文化遺産



全国遺跡発掘調査件数及び報告書抄録登録件数
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各文化圏域のコンテンツ形成推進各文化圏域のコンテンツ形成推進

（各種横断検索・限定検索に有効）（各種横断検索・限定検索に有効）

環日本海文化圏域環日本海文化圏域

遺跡資料リポジトリ遺跡資料リポジトリ
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遺跡資料リポジトリ遺跡資料リポジトリ

目標：１２府県域⇒２４～全国都道府県域へ拡大



●●●●遺跡資料遺跡資料遺跡資料遺跡資料リポジトリ・プロジェクトリポジトリ・プロジェクトリポジトリ・プロジェクトリポジトリ・プロジェクト●●●●遺跡資料遺跡資料遺跡資料遺跡資料リポジトリ・プロジェクトリポジトリ・プロジェクトリポジトリ・プロジェクトリポジトリ・プロジェクト

国立情報学研究所ＣＳＩ第国立情報学研究所ＣＳＩ第33期委託事業期委託事業

（領域２）平成２２～２４年度（領域２）平成２２～２４年度

遺跡資料遺跡資料遺跡資料遺跡資料リポジトリリポジトリリポジトリリポジトリ新規大学新規大学新規大学新規大学遺跡資料遺跡資料遺跡資料遺跡資料リポジトリリポジトリリポジトリリポジトリ新規大学新規大学新規大学新規大学

募集中募集中募集中募集中！！！！募集中募集中募集中募集中！！！！
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（領域２）平成２２～２４年度（領域２）平成２２～２４年度

●連絡先：遺跡資料リポジトリ事務局

cat@lib.shimane-u.ac.jp

０８５２ー３２－６０８５


